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研究動機
様々な⽣物の餌になっている⾶翔性昆⾍の温度変化に伴う⾏動を観察することによって、⾶翔性昆⾍を餌と
している⽣物と温度変化を考えることができると考えたから。
今回は⾶翔性昆⾍としてキイロショウジョウバエを使い、温度変化を⾒た。

ショウジョウバエの繁殖について
1. 樹液の出ている樹⽊の根元にバナナを⼊れたタッ
パーを半⽇置き、タッパーに蓋をして回収する。

2. 回収したタッパーをショウジョウバエの幼⾍が発
⽣するまで常温で放置する。

3. 出てきた幼⾍は培養管に移動させる。

4. 成⾍になるまで放置する。

培養管について
今回使⽤した培養管は50mm×120m
mの円筒形のプラスチック製のもの
を使⽤した。蓋にはメラミンスポン
ジを適当な⼤きさに切り、培地には
ショウジョウバエ繁殖⽤のインスタ
ント培地（ポテトベース）に1.3〜2
倍の⽔を⼊れ、その上にドライイー
ストをかけて使⽤した。ショウジョ
ウバエの成⾍⽤の⾜場には蛇腹状に
折り曲げたハガキを使⽤した。

繁殖の記録
（⼀⽇⽬）

（三⽇⽬）

（六⽇⽬）

（⼗⼀⽇⽬）

実験⽅法
1. ⽻化したショウジョウバエを温度調節ができる⾍
取りかごに⼊れる。

2. 温度を1℃ごとに上昇させ、10秒間の間動いてい
ない、歩いていた、⾶んでいたショウジョウバエ
の個体数を数える。

3. 2から割合を計算する。
実験結果
横軸は温度、縦軸は全体に対する割合とする

考察
実験結果から19℃から26℃までは歩いていた個体が最
も多い状態がほとんどであった。しかし27℃以降は動
いていない個体が最も多い状態が28℃を除いて⾒られ
た。ショウジョウバエの活動別に⾒ると、動いていな
い個体の割合は30℃を境に増加と減少を⾒せているよ
うだった。また、歩いている割合は増減を繰り返して
いて、全体を⾒るとあまり変化は⾒られなかった。⾶
翔している割合は24℃周辺をピークとしていた。これ
よりショウジョウバエは26℃まではどんどん活発にな
り、27℃以降は⾼温のため動きが鈍くなると考えられ
ると思う。
今後の課題
個体数のカウントの時にカウントのミスがあると思う。
同時に実験する個体数を今回の実験より増やしたとき
にカウントのミスをなくせるような⼯夫が必要である
と思う。

午後2時から午後5時半頃まで樹液の
出ている樹⽊の根元にバナナの⼊っ
たタッパーを置き、野⽣のショウ
ジョウバエに卵を産ませた。

ショウジョウバエの幼⾍が孵化し始
めた。

ショウジョウバエのさなぎが増え
始めたのでタッパーから上記の培
養管に移した。

ショウジョウバエが⽻化した。
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